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向こう三軒両隣的な考え方が、全てになくなってきている。他人がどうなろうと関係な
い。

お金至上主義がまかり通っていて、お金さえあれば何でも出来て幸せだと考え、それだ
けのために生活している。

町内会の関係で、ある区の住民から、草取りやゴミの整理に力を入れるべきだと町内会
として市に申し入れるべきだとの電話があった。その後の役員会の席で、先ず何処でそ
うしたことを考え、実行していくべきなのか、直ぐに何でも行政にというのはいかがな
ものかということを話したが、一般的な市民の意識はそんな状況だ。同じ町内会の中で
も意識にギャップがある。そんな状況で指針を示してもなかなか理解されない。市民同
士の問題で、市民が自分たちがやる事やれる事への意識を持つ必要がある。

出席者

平成１９年６月６日（水）１８：４５～２０：４５

２０２会議室

市民同士の協働が考えられない市民が、何か困ると行政にしか言い様が無く、その解決
全て行政に頼る事になる。

前回の会議でありました、協働のまちづくりによって、まちがこう変わるといったこと
を提出していただいたので、それぞれ説明していただきます。

⇒資料　1～６について説明。(３ページ以降）

なかなか文書に出来なかったのですが、
消費者協会の相談を受けているが、周りに相談する人がいなくて、相談に来る人が多
い。だました人はお金を取れてラッキーと思で、それを相談できないような世の中に
なっている。だまされる本人が悪いという風潮にもなっている。恵庭に住む市民の市民
として、向こう三軒両隣的な仲間意識を持てれば、地域性が出てくるのではないかと考
えている。

お互いに干渉しないというかプライバシーを守るため近所付き合いも無く、近所にどん
な人が住んでいるのか感心を示さない。社会性がどんどん失われている。昔だったら近
所のおばさんにしかられるという事があったが、今は、そんなことしたら大変な事にな
る。そんな中で協働を考えるとき、市民と行政の協働という前に市民同士の協働につい
て考える必要がある。そうした基本、基盤が出来て初めて行政との協働が出てくるので
はないか。
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パンフレットについては、全戸配付したものを基本に、最後の部分に、協働のまちはこ
うなるという事を加えればいいと考えている。

パンフレットは、市民に分かりやすく説明するもの。文書的なものも必要。その文書が
あってパンフレットが出来ることとなる。

仲間を増やしていく事が必要。

今は少数でも協働を理解する人たちが、周りの人に伝えるとか、賛同を得られなくても
協働の考え方を示していく事が、時間がかかるかもしれないが重要な事と考える。

協働のことを考えるとき、町内会は必ず出てくるし重要な位置付けになる。まちをつく
る一番の核となる。

パンフと文書は当然整合性の取れたものとする。

市民に分かりやすく説明するためのパンフレットと、文書としての指針が必要と考えて
いる。パンフレットについては全戸配付のものをベースにこうなる姿を加える。文書は
Ver．３をベースに次回までに添削してほしい。パンフのほうは委員長と事務局で案を作
る。文書は次回１ページ１ページ修正していく事とする。

一般的に地縁団体である町内会は市民活動団体とは区別されているが、一番市民に近い
活動をしている団体で、市民活動の原点として考えるべきだ。

行政との繋がりが見えてくる事例で、行政に協力してあげましょうという事でなく、行
政側からこんな事やりましょうといった事があればいい。
個人個人の繋がりが悪くなっているのはみんな感じていると思うから、それぞれの市民
が行政といっしょになって何かをやっていこうという方向を示せればと思う。

パンフレット的なものを作るのか、原案のように文書としていくのか。を決めなければ
先に進めない。

結果となる部分が無かったので、今回文書を出していただいた。

協働というと市民と行政の２者間の協働と考えてしまうが、本来的には市民同士の協働
であり、それがコミュニティの再生に繋がるものと考えている。

今日出してもらった文書をまとめて、協働のまちづくりの姿をこうなる、こうなるとい
う事を示し、市民のサイド行政サイド両方から見る協働を例示する形ではどうか。




















